
 

 

令和６年度第１回前橋市学校給食運営委員会 次第 

 

 

                                 日 時   令和６年８月２日（金） 
午後３時００分～ 

                                  場 所   議会庁舎３階 ３０１会議室 

 

 

  １ 開  会 

 

  ２ 委嘱状交付 

 

  ３ あいさつ  
 
  ４ 自己紹介 
 
  ５ 役員の選出 
 

６ 議  事 
 
（１）報告事項 

 

① 前橋市の学校給食について            ･･･････････････資料１ 

 

② 学校給食における地産地消の取り組みについて  ･･･････････････資料２ 

 

    ③ 学校給食用食材の検査について          ･･････････････資料３ 

 

④ 学校給食費の収納状況と取り組みについて        ･･･････････････資料４ 

 

⑤ 令和６年度の学校給食費について        ･･･････････････資料５ 

 

  （２）その他 

 

     

 

  ７ 閉  会 
 
 
 
 
 
 





○前橋市学校給食運営委員会規則 

平成 16 年 10 月 15 日 

教育委員会規則第 8 号 

(設置) 

第 1 条 前橋市立幼稚園、小学校、中学校及び特別支援学校(以下「市立学校」という。)の学校給食に関する事項について

審議し、教育長に助言するため、前橋市学校給食運営委員会(以下「運営委員会」という。)を設置する。 

(平 19 教委規則 7・平 30 教委規則 1・一部改正) 

(所掌事務) 

第 2 条 運営委員会は、次に掲げる事項について審議し、教育長に助言する。 

(1) 学校給食の実施予定に関する事項 

(2) 学校給食における食の指導に関する事項 

(3) 学校給食費に関する事項 

(4) 学校給食施設の運営に関する事項 

(5) 学校給食施設の開設及び廃止に関する事項 

(6) その他学校給食に関し必要な事項 

(平 30 教委規則 1・一部改正) 

(組織) 

第 3 条 運営委員会は、委員 16 人以内をもって組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから、教育長が委嘱する。 

(1) 市立学校の PTA の代表 

(2) 学識経験者 

(3) 市立学校の校長及び園長の代表 

(4) 市立学校の栄養士の代表 

(5) 市立学校の給食主任の代表 

(6) その他教育長が認める者 

(平 25 教委規則 2・一部改正) 

(任期等) 

第 4 条 委員の任期は、1 年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

2 委員は、再任されることができる。 

(委員長等) 

第 5 条 運営委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。 

2 委員長は、会務を総理し、運営委員会を代表する。 

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務を代理する。 

(会議) 

第 6 条 運営委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

2 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

3 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

(庶務) 

第 7 条 運営委員会の庶務は、総務課において処理する。 

(その他) 

第 8 条 この規則に定めるもののほか、運営委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が運営委員会に諮って定める。 

附 則 

この規則は、平成 16 年 12 月 5 日から施行する。 

附 則(平成 19 年 3 月 30 日教委規則第 7 号) 

この規則は、平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 25 年 3 月 21 日教委規則第 2 号) 

この規則は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 3 月 15 日教委規則第 1 号) 

この規則は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
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前橋市の学校給食について 

 

１ 概 要 

本市の小・中学校・特別支援学校・幼稚園の給食は、市内６か所に設置している共同

調理場において完全給食を実施している。 

献立は、文部科学省の学校給食摂取基準に基づき、食品構成、子どものし好等を考慮

して作成し、ＰＴＡ、学校の代表者等による献立会議において内容を検討している。 

給食用食材は、安全・安心な食材の調達を図るため、書類審査、現物審査（献立会議

内で実施）を経て、食材を一括購入している。 

また、給食食材の放射性物質検査を市独自で実施し、その結果を市ホームページで公

表するなど、安全・安心な学校給食の提供に努めている。 

 

２ 施設概要 

学校給食共同調理場（令和 6 年 5 月 1 日現在） 

共同調理 

場  名 

開設 

年月 

建物面 

積(㎡) 
受配校 学級数 

対象調理食数 職員数 

(臨時は除く) 児童生徒 教職員 合計 

東 部 平 6.4 1,782  14 校 237 4,510 403 4,913 ※ 3 

西 部 平元.1 1,603 13 校 204 4,746 339 5,085 ※ 3 

南 部 平14.9 2,551 16 校 261 5,968 448 6,416 ※ 3 

北 部 平19.8 3,066 15 校 1 園 239 5,279 429 5,708 28 

宮 城 平16.4 561 5 校 1 園 41 637 87 724 6 

富士見 平17.4 1,366  5 校 74 1,536 127 1,663 8 

計 68 校 2 園 1,056 22,676 1,833 24,509 51 

※東部・西部・南部は調理業務及び配送業務を民間委託 

 

３ 学校給食費（令和 6 年度）                （令和 6 年 4 月改定） 

区分 給食回数 １食単価 年間給食費 徴収方法 

小学校 

１～５年 １９７回 

２４０円 

(２９０円) 

４７,２８０円 
(57,130 円) 

定額方式 

(年１１回徴収) 

６年 １９６回 
４７,０４０円 
(56,840 円) 

特別支援
１年 １９２回 

４６,０８０円 
（55,680 円） 

２年 １９５回 
４６,８００円 
（56,550 円） 

３～５年 １９４回 
４６,５６０円 
（56,260 円） 

６年 １８８回 
４５,１２０円 
（54,520 円） 

中学校 

１～２年 １９８回 

２９０円 

(３４０円) 

５７,４２０円 
(67,320 円) 

３年 １８９回 
５４,８１０円 
（64,260 円） 

特別支援
１～２年 １９２回 

５５,６８０円 
（65,280 円） 

３年 １８６回 
５３,９４０円 
（63,240 円） 

幼稚園 
年少 簡易 6＋181 回 ２３０円 

(２８０円) 

４２,４７０円 
（51,640 円） 

年中年長 １８７回 
４３,０１０円 
（52,360 円） 
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納入業者 

(地場産業

者含む) 

 

教育委員会 

(計画立案･ 

食材契約･ 

給食費) 

 

保護者 

 

学 校 

(食の指導) 

 
共同調理場 

(献立作成･ 

調理･配送) 

給食費請求 

支払 

契約

支払 

食材発注 

納入 

連 

絡 

・ 

調 

整 

配送 

納付 

  ※物価高騰など昨今の経済状況を考慮し、保護者負担軽減のための措置として、令和

6 年度から給食費単価を 20 円値上げするとともに、50 円を公費負担している。 

  ※令和 6 年 6 月から市立中学校及び特別支援学校中学部の生徒の給食費を無償化 

  ※（ ）内の金額は、公費負担前の金額 

  ※年間実施回数、年間給食費及び徴収回数は当初予定を記載 

 

４ 学校給食費納入状況（令和５年度実績）歳入 

学校給食費調定額 納 入 済 額 納入率 

１，１９５，１６６，８９０円 １，１９１，５０８，９１０円 ９９．６９％ 

※未納額 ３，６５７，９８０円  ０．３１％  

 

５ 学校給食運営費（令和５年度実績）歳出 

人件費、管理・調理場運営事業費等 (A) 賄材料費（食材） (B) 

１，４１９，２０６，８７６円 １，４４１，７５４，６３１円 

（学校給食運営の総額） （A）+（B）  

２，８６０，９６１，５０７円 

 

６ 前橋市の学校給食概略図 
  

 

      

 
 
 

 

 

  

  
 
 
 
 
 

 

賄材料費

14億4,175万円

50%

人件費

3億5,619万円 13%

委託料

5億6,999万円 20%

工事・修繕等

4億8,509万円

17%

その他

794万円 0%

給食費

11億9,570万円 42%
公費負担

16億6,526万円 58%

学校給食に関わる費用割合（令和5年度決算）

歳出総額：28億6,096万円
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学校給食における地産地消の取り組みについて 

１ 前橋市産野菜の使用状況 

令和５年度実績 ２８．９１％（重量ベース）  参考：金額ベース３３．３６％ 

令和４年度実績 ３５．６１％（重量ベース） 

   

※減少理由 

  市産野菜を最優先で納品するよう青果業者に依頼しているが、猛暑等の天候不順に加え、

農家の高齢化により、給食への大量納品、早朝納品等が困難になってきている面があるた

め。 

 

【他市との比較】 

地場産（市産）野菜使用率（％）重量ベース 

・高崎市  １９．０％（令和５年度）  

        １９．９％（令和４年度） 

  ・渋川市  １６．５％（令和５年度）   

        １８．１％（令和４年度） 

  ・伊勢崎市 ２０．６％（令和５年度） 

       ２５．２％（令和４年度） 

        

２ 前橋市産等の使用状況 

 

 

資料２ 
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資料３ 

 

学校給食用食材の検査について 

 

１ 放射性物質検査 

  北部共同調理場で調理前の食材を検査し、結果はホームページで公表しています。 

  検査核種：放射性セシウム（セシウム１３４及びセシウム１３７の総和） 

  検出限界値（基準値）：１０ベクレル/kg 

 (1) 令和５年度実績：５６２検体 

(2) 検査結果：検出なし 

(3) 過去の検出状況 

  ・平成２４年度 ｢なめこ｣ ｢栗｣        微量検出（基準値以下） 

  ・平成２５年度 ｢まいたけ｣           微量検出（基準値以下） 

  ・平成２９年度 ｢なめこ｣ ｢まいたけ｣  微量検出（基準値以下） 

 

２ 細菌検査（食材食品検査） 

   (1) 令和５年度実績 

   ・１学期 １２６検体 

   ・２学期：１１５検体    

 (2) 検査結果：１学期：検出なし 

        ２学期：３件検出あり（セレウス菌） 

            鶏肉（調理前）、かぶ（調理前）、キャベツ（洗浄前） 

        ※セレウス菌は土の中や河川、動物など自然界に多く分布する通性

嫌気性菌。自然界に広く分布しているため食材への汚染を防ぐのは

困難。調理方法及び温度管理等についてのリスク管理を調理場内で

再度確認し、共有するよう調理場栄養士に依頼。 

 

３ 残留農薬検査 

(1) 令和５年度実績：１２検体 

  ・１学期：６検体 

・２学期：６検体 

 (2) 検査結果 

     ・全項目検出なし（基準値以下） 
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      １　収納状況

※各年度とも出納閉鎖時の収納状況

区分 年度
調定額（A）

　　　　　　（円）
収入額（B）

　　　　　　（円）
収入未済額

（A）－（B）（円）
収納率

　（B）/（A）（％）
R5出納閉鎖時
未済額（円）

H22 1,424,605,744 1,423,063,357 1,542,387 99.89

H23 1,413,185,882 1,412,111,817 1,074,065 99.92

H24 1,468,897,860 1,467,074,478 1,823,382 99.88

H25 1,337,179,390 1,321,082,820 16,096,570 98.80

H26 1,348,270,080 1,332,523,350 15,746,730 98.83

H27 1,363,517,650 1,349,235,490 14,282,160 98.95

H28 1,345,583,310 1,333,078,255 12,505,055 99.07

H29 1,340,706,730 1,329,794,355 10,912,375 99.19

H30 1,328,689,560 1,321,611,200 7,078,360 99.47

H31 1,183,273,550 1,177,295,075 5,978,475 99.49

R2 1,097,728,950 1,092,090,050 5,638,900 99.49

R3 1,233,707,320 1,229,100,720 4,606,600 99.63

R4 1,201,130,580 1,197,780,500 3,350,080 99.72

R５ 1,195,166,890 1,191,508,910 3,657,980 99.69 3,657,980

12,986,729

      ２　取り組み状況

　通　年　　　　　電話督促、自宅訪問、夜間訪問

　年３回　　　　　申出書に基づき児童手当からの徴収実施

　　　　　　　　　延べ２７２世帯から５，７７３，０００円を徴収

　７月・１月　　　未納者に対する催告書発送

　　　　　　　　　係８人体制による電話督促、自宅訪問実施

　８月　　　　　　コンビニ収納開始

      ３　今後の取り組みについて

　電話催告や訪問徴収、児童手当からの徴収（引き去り）及び三者面談後の納付相談など
による収納・納付指導を進めるとともに、学校（園）と情報交換等を行いながら未納学校
給食費の縮減と発生防止に努める。
　また、再三の支払催告にも応じない悪質な滞納者に対しては、「支払督促」等の法的措
置の実施を検討する。

学校給食費の収納状況と取り組みについて

　※平成２５年度から公会計化（市歳入歳出）により、原則口座振替へ移行

公
会
計
化
後

9,328,749

公
会
計
化
前

資料４ 
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５ 令和６年度の学校給食費について 

 

（１）給食費単価及び公費負担 

 本市の学校給食費は平成２７年度から据え置いてきましたが、令和４年度に主食及び飲料の前回改訂以

降の契約単価の上昇等による不足額となる１食あたり３０円を引上げる価格改訂を行い、同年から令

和５年度まで同額を公費負担とし、保護者負担額を据え置いてきました。しかしながら、更に食材価

格は高騰し、白飯８０ｇ（小学校 5・6年生）の契約額は令和４年度から令和６年度で約１３．５％の

値上げ、牛乳について約２２．８％の値上げとなったことから、令和６年度は全学年一律２０円を値

上げし、前回の値上げ分を合わせた合計５０円を公費負担としています。 

     

     
（２）市立中学校の無償化開始 

 本市では、これまでの第３子以降学校給食費無償化に加え、さらなる子育て世帯の経済的負担の軽減を

図るため、令和６年６月より市立中学生校に通う生徒を対象とした学校給食費の無償化を開始いたしまし

た。また、今回の無償化対象者のうち、食物アレルギー等の理由で主食や副食を継続して欠食している生

徒に対しては、主食、副食（牛乳等の飲料は対象外）に係る給食費相当額の助成を実施します。 

（参考）表　小学校5・6年生の学校給食基本物資契約額の推移 単位：円（税込み）

小学生 飲料 副食 給食費 給食費

年度
コッペパン

（50ｇ）

白米

（80ｇ）

※前橋産

減農薬米

麺類

(小麦80ｇ)
牛乳 副食

給食費

(献立作成

単価)

公費

負担額

H27 46.56 51.58 62.56 50.57 137.85 240 0

H28 46.32 56.94 66.66 50.91 132.15 240 0

H29 46.84 59.8 63.43 51.31 128.89 240 0

H30 47.83 63.49 64.13 51.75 124.76 240 0

R1 48.86 64.66 64.71 52.51 122.83 240 0

R2 49.87 65.69 65.23 53.10 121.21 240 0

R3 54.3 65.08 65.50 53.92 121.00 240 0

R4 56.72 63.85 66.56 55.41 150.74 270 30

R5 62.46 69.09 70.99 61.47 139.44 270 30

R6 64.79 72.48 72.73 68.06 149.46 290 50

主食

+13.5%

+23.8%

+22.8%

資料５ 
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前橋市学校給食のインスタグラムをはじめました 
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